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2019年 7 月16日（火）14:40現在

全経簿記第195回（2019年 7月検定）

模範解答および採点基準は、学校法人大原学園が独自の見解で作成しており、試験機関による本試験の結果等について

保証するものではありません。また、予告なしに内容を変更する場合があります。模範解答等の著作権は学校法人大原

あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ学園に帰属します。

第195回

全経上級商業簿記模範解答
問題１

（単位：千円）問１ 的中！ 大原直前模試４回

問題番号 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

（１） 売 上 高 89,700 売 上 原 価 89,700

⑤

利益剰余金期首残高 1,500 売 上 原 価 1,500

（２）
法 人 税 等 調 整 額 450 利益剰余金期首残高 450

非 支 配 株 主 利 益 210 利益剰余金期首残高 210 ⑤

売 上 原 価 1,800 商 品 1,800

（３）
繰 延 税 金 資 産 540 法 人 税 等 調 整 額 540

非 支 配 株 主 持 分 252 非 支 配 株 主 利 益 252 ⑤

的中！大原公開模試、直前模試１回～３回問題２
（単位：千円）損 益

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

売 上 原 価 〔 ④ 698,120 〕 売 上 〔 ④ 925,900 〕

給 与 手 当 148,000 貸 倒 引 当 金 繰 入 〔 ④ 2,403 〕*

旅 費 交 通 費 〔 ④ 2,925 〕 有価証券運用損益 〔 ④ 2,900 〕*

支 払 手 数 料 〔 ④ 7,000 〕 固定資産売却損益 〔 ④ 40 〕*

支 払 地 代 〔 2,400 〕

貸 倒 引 当 金 繰 入 〔 － 〕*

減 価 償 却 費 〔 ④ 9,890 〕

ソ フトウェア償却 〔 ④ 18,000 〕

有 価証券運用損益 〔 － 〕*

固 定資産売却損益 〔 － 〕*

減 損 損 失 〔 ④ 10,500 〕

法 人 税 等 8,400

繰 越 利 益 剰 余 金 〔 26,008 〕

合 計 〔 931,243 〕 合 計 〔 931,243 〕

注意： がついている科目について，金額が発生しない側には 〔 〕内に―（ダッシュ）を記入すること。，*

※ 別解：貸倒引当金繰入（貸方）→2,402千円，繰越利益剰余金→26,007千円

全経上級解答速報

無断転用・転載を禁じます。



無断転用・転載を禁じます。

問題１

（単位：千円）問２ 的中！大原直前模試４回

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

現 金 ・ 預 金 10,000 借 入 金 100,000

商 品 27,000 資 本 金 120,000

土 地 250,000 資 本 準 備 金 170,000

ブ ラ ン ド 100,000 自 己 株 式 60,000

の れ ん 63,000

⑤

問題２
（単位：千円）閉 鎖 残 高

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

現 金 5,410 買 掛 金 91,800

当 座 預 金 22,500 電 子 記 録 債 務 17,280

ク レジット売掛金 〔 ④ 52,920 〕 仮 受 金 0

売 掛 金 93,852 仮 受 消 費 税 等 0

電 子 記 録 債 権 12,960 未 払 法 人 税 等 〔 ④ 1,900 〕

売 買目的有価証券 〔 29,700 〕 未 払 消 費 税 等 〔 ④ 13,942 〕

商 品 〔 ④ 93,960 〕 貸 倒 引 当 金 〔 1,597 〕

未 収 入 金 〔 ④ 15 〕 建物減価償却累計額 〔 107,500 〕

仮 払 金 0 備品減価償却累計額 〔 ④ 17,650 〕

仮 払 法 人 税 等 0 商 品 評 価 引 当 金 〔 ④ 3,580 〕

仮 払 消 費 税 等 0 資 本 金 200,000

前 払 地 代 〔 ④ 1,800 〕 その他資本剰余金 20,250

建 物 〔 ④ 270,000 〕 利 益 準 備 金 50,000

備 品 〔 25,000 〕 繰 越 利 益 剰 余 金 〔 ④ 90,118 〕

ソ フ ト ウ ェ ア 〔 7,500 〕

建 設 仮 勘 定 0

合 計 〔 615,617 〕 合 計 〔 615,617 〕

※ 別解：貸倒引当金→1,598千円，繰越利益剰余金→90,117千円



第195回

全 経 上 級 会 計 学 模 範 解 答

的中！大原公開模試、直前模試１回～４回問題 1

正誤 理 由

営業損益計算の区分は，当該企業の営業活動から生ずる費用及び収益を記載して，営業利益

1 . ×

② を計算する。 ⑤

未収収益は，一定の契約に従い，継続して役務の提供を行う場合，既に提供した役務に対し

2 . ×

② ていまだその対価の支払いを受けていないものをいう。 ⑤

3 . 〇

②

破産更生債権等については，債権額から担保の処分見込額及び保証による回収見込額を減額

4 . ×

② し，その残額を貸倒見積高とする。 ⑤

5 . 〇

②

トレーディング目的で保有する棚卸資産に係る損益は，原則として，純額で売上高に表示す

6 . ×

② る。 ⑤

7 . ○

②

取得した財貨又はサービスの取得価額は，対価として用いられた自社の株式の契約日における公正な評価額若しくは取得

8 . ×

② ⑤した財貨又はサービスの公正な評価額のうち，いずれかより高い信頼性をもって測定可能な評価額で算定する。

9 . ○

②

10. 〇

②

無断転用・転載を禁じます。



無断転用・転載を禁じます。

問題 2

用 語問 1

（ａ） 株主資本 ②

（ｂ） 利益準備金 ②

（ｃ） その他利益剰余金 ②

（ｄ） 株主総会 ②

（ｅ） 取締役会 ②

（ｆ） 新株予約権 ②

（ｇ） 連結子会社 ②

（ｈ） 親会社持分 ②

問 2

① 自己株式処分差益 ③ ② 資本金及び資本準備金減少差益 ③

問 3

① その他有価証券評価差額金 ③ ② 繰延ヘッジ損益 ③

別解：上記の他 「為替換算調整勘定 「退職給付に係る調整累計額」等でも可。， 」，

問 4

「少数株主持分」から「非支配株主持分」に名称変更された理由としては，他の企業の議決権の過半数

を所有していない株主であっても他の会社を支配し親会社となることがあり得るため，より正確な表現

とするためである。 ③

問題 3

① 売上原価の金額 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③
（1）

② 期末商品棚卸高 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③

① 有価証券評価損の金額 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③
（2）

② その他有価証券の金額 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③

① 減価償却費の金額 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③
（3）

② 備品の帳簿価額 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③

① 減価償却費の金額 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③
（4）

② 本社建物の帳簿価額 （ア） 増 加 （イ） 減 少 （ウ） 不 変 ③



第195回

全経上級工業簿記模範解答

的中！ 大原直前模試１回問題１

原料分の異常減損費 ［ ⑤ 70,800 ］円問１

加工費分の異常減損費［ ⑤ 20,460 ］円

（借 （製 品 ［ 3,384,000 （貸 （仕 掛 品 ［ 3,384,000 ］⑥問２ ） ） ］ ） ）

原料分の正常減損費 ［ ⑤ 72,000 ］円問３

加工費分の正常減損費［ ⑤ 19,800 ］円

月末仕掛品原価 ［ ⑤ 321,180 ］円問４

（借 （製 品 ［ 3,464,480 （貸 （仕 掛 品 ［ 3,464,480 ］⑥問５ ） ） ］ ） ）

原料分の正常減損費 ［ ⑤ 70,800 ］円問６

加工費分の正常減損費［ ⑤ 18,627 ］円

月末仕掛品原価 ［ ⑤ 315,876 ］円問７

（借 （製 品 ［ 3,469,784 （貸 （仕 掛 品 ［ 3,469,784 ］⑥問８ ） ） ］ ） ）

無断転用・転載を禁じます。



無断転用・転載を禁じます。

的中！ 大原直前模試４回問題２

賃 金

（諸 口 ［ ③ 1,117,000 ］ （未 払 賃 金 ［ ③ 235,000 ］） ）

（未 払 賃 金 ［ ③ 227,000 ］ （仕 掛 品 ［ ③ 794,600 ］） ）

（ ［ ］ （製 造 間 接 費 ［ ③ 295,730 ］） ）

（ ［ ］ （賃 率 差 異 ［ ③ 18,670 ］） ）

［ 1,344,000 ］ ［ 1,344,000 ］

的中！ 大原直前模試１回問題３

問１

連結原価の配賦額 （単位：円）

連 産 品 Ｘ 連 産 品 Ｙ 連 産 品 Ｚ

③ 2,400,000 ③ 1,500,000 ③ 750,000

問２

連結原価の配賦額 （単位：円）

連 産 品 Ｘ 連 産 品 Ｙ 連 産 品 Ｚ

③ 2,475,000 ③ 1,450,000 ③ 725,000

問３

連産品の原価計算においては通常の価値移転的計算を行うことが不可能であるため、

価値回収的計算による連結原価の配賦が認められている。⑥



第195回

全経上級原価計算模範解答

的中！ 大原公開模試問題１

問１

予防コストの割合 ［ ④ 19 ］％ 評価コストの割合 ［ ④ 21 ］％

内部失敗コストの割合［ ④ 34 ］％ 外部失敗コストの割合［ ④ 26 ］％

別解：予防コスト 17％、評価コスト 23％

問２

予防コストの割合 ［ ④ 34 ］％ 評価コストの割合 ［ ④ 15 ］％

内部失敗コストの割合［ ④ 21 ］％ 外部失敗コストの割合［ ④ 30 ］％

別解：予防コスト 31％、評価コスト 18％

問３

前期よりも品質管理活動に力を入れた結果、品質コスト総額に変化はないものの、品質コスト総額

に占める品質不適合コストの割合は減少した。⑤

問４

機会損失を含めた場合の前期の品質コスト総額の増加割合 ［ ④ 52 ］％

機会損失を含めた場合の当期の品質コスト総額の増加割合 ［ ④ 60 ］％

問５

品質不適合コストの割合は減少したが外部失敗コストは増加した。そのため、機会損失を考慮した

品質コスト総額も増加した。よって、品質管理活動の成果は得られていないといえる。⑤

無断転用・転載を禁じます。



無断転用・転載を禁じます。

的中！ 大原直前模試２回問題２

問１

企業の投下資本 1円あたりに要求される利益または利益率を意味する。⑤

問２

名 称（ ④ ） 数 値［ ④ 6 ］％税引後加重平均資本コスト

問３

１年度［ ② 0.943 ］ ２年度［ ② 0.890 ］

３年度［ ② 0.840 ］ ４年度［ ② 0.792 ］

問４

パターンＡのもとでの正味現在価値 ［ ④ 1,272,785 ］円

パターンＢのもとでの正味現在価値 ［ ④ 1,378,415 ］円

問５

資本コストは、正味現在価値法において将来キャッシュ・フローの時間価値を考慮し、現在価値を

求めるための割引率としての役割がある。⑤

的中！ 大原直前模試４回問題３

問１

①［ ④ 4,450,000 ］円 ②［ ④ 4,100,000 ］円

問２

①［ ④ 1,280 ］円 ②［ ④ 320 ］円


